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石神井図書館は、平成20年12月から大規模改修工事に

着手し、平成21年11月に一部開館しました。平成22年2

月までに工事が完了し、3月2日（火）に全面開館します。

耐震補強のほか、入口段差の解消や、エレベーター・授乳室

などの新設により、安全で便利な施設になります。

また、蔵書数や閲覧席が増え、児童室には新たに催しスペ

ースができます。ぜひご利用ください。

【問合せ】石神井図書館〔電話3995-2230〕

●所在地
石神井町5-12-16

●開館時間
午前9時～午後6時
（多目的会議室、会
議室は午前9時～午
後9時30分）

●休館日
月曜日（祝日にあた
る場合は、次に最も
近い休日でない日）
12月29日～1月3日平成22年3月28日（日）に石神井公園ふるさと文化館が

オープンします。この施設は練馬区の歴史や伝統文化、自然

などについて、体験しながら楽しく学ぶことができ、区のお

すすめスポットなどの観光情報もわかる新しい博物館です。

隣接の池淵史跡公園には、練馬区指定文化財の芽葺き屋根の

農家が移築されていて、室内を見学することができます。

なお、これまで石神井図書館に併設されていた郷土資料室

は、ふるさと文化館のオープンに伴い閉室しました。

常設展示室（区の歴史や江戸・東京近郊の暮らしの特色を紹

介）、企画展示室、わがまち練馬情報コーナー1（区内の名

所や産業などを紹介）、わがまち練馬情報コーナー2（作品

展示やギャラリーとして利用）、交流ライブラリー（資料・

学習コーナー）、会議室など

【問合せ】石神井公園ふるさと文化館〔電話3996-4060〕

主な施設

建物外観

建物外観
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＊＊＊第13回毎日俳句大賞で開進第一中学校が学校奨励賞を受賞＊＊＊
毎日新聞社主催の「毎日俳句大賞」において、開進第一中学校が、第10・11・12回に引き続き4年連続で学校奨

励賞を受賞しました。

練馬区教育委員会では、さまざまな活動の場において一生懸命努力している子供たちを応援するため、年に1回児

童・生徒表彰を行っています。平成21年度の表彰式は、1月22日に練馬公民館で行われ、スポーツ・文化芸術・善行

などで活躍した、個人104名と団体8組を表彰しました。

【問合せ】庶務課 庶務係〔電話5984-5609〕

学校名 氏名 表彰内容
小竹小学校 高井　瞭 ソフトテニス

豊玉小学校 山口　瑞貴 絵画、作文
山口　恵璃 絵画

豊玉第二小学校 砂川　貴蘭 空手道

豊玉東小学校
谷本　旭 将棋
福島　拓広 将棋
山 樹将 将棋

早宮小学校 松葉　雄大 水泳
塚田　慶河 少林寺拳法

開進第一小学校 渡部　銘友 少林寺拳法
栗村　崇人 少林寺拳法

開進第四小学校 相馬　大海 ポスター
仲町小学校 吉川　周太 少林寺拳法
北町西小学校 本橋　一樹 少林寺拳法

練馬小学校

桐生　一輝 トランポリン
桐生　莉沙 トランポリン
片塩　陽里 水泳
伊藤　優寿 レスリング

練馬第二小学校
久安　剛司 少林寺拳法
久安　菖太 少林寺拳法
倉科　美月 水泳

練馬第三小学校 児玉　凪央 レスリング
練馬東小学校 鹿嶋　翔梧 銃剣道

田柄小学校 椛澤　陸 空手道
塚越　航 水泳

田柄第三小学校

山上　大輝 空手道
宮地　健斗 空手道
今西　鴻介 空手道
石井　翼 空手道

春日小学校 今泉　志保 水泳
上石神井小学校 小峰　さくら スノーボード
上石神井北小学校 樫木　鞠奈 水泳

林　樂 バドミントン
小池　亮 少林寺拳法

下石神井小学校 小池　元 少林寺拳法
村　美南 少林寺拳法

村田　大周 少林寺拳法
吉村　逸平 剣道

関町北小学校 木　桃子 水泳
中嶋　優樹 剣道

大泉小学校 近藤　由季 少林寺拳法

大泉第一小学校 橋本　誠 ウィンドサーフィン
加藤　弘之 水泳

大泉第四小学校 正田　捺実 バドミントン

大泉学園桜小学校 ゴルバニ　林　有守 空手道
ゴルバニ　林　有也 空手道

泉新小学校 松宮　里杏 英語スピーチ

橋戸小学校 畑谷　帆功斗 少林寺拳法
赤川　香鞠 少林寺拳法

富士見台小学校 磯貝　由衣 水泳
八坂小学校 鈴木　綾 少林寺拳法
旭丘中学校 若林　毅 金管楽器

松本　楠菜 陸上競技
中村中学校 工藤　吏旺 陸上競技

臼井　大悟 陸上競技
水口　怜 陸上競技

開進第二中学校 志村　星来 陸上競技
米村　依夏 陸上競技

学校名 氏名 表彰内容
開進第三中学校 岩 理栄 レスリング
開進第四中学校 梶沼　照史 水泳

長谷川　恵子 少林寺拳法
北町中学校 男澤　菜穂 陸上競技

北谷　友佳里 作文
練馬中学校 片平　和弥 陸上競技

練馬東中学校 斎藤　杏里彩 陸上競技
三武　潤 陸上競技、水泳
那須　悠太 書道

田柄中学校 小森谷　桜子 書道
平林　爽月 書道

光が丘第一中学校 黒川　咲耶子 ボランティア活動
檜山　るい ボランティア活動

光が丘第三中学校 壁谷　武征 陸上競技
森　天孝 陸上競技
石井　翔太朗 空手
坂本　陸 空手

光が丘第四中学校 佐原　進太 空手
野　愛子 人命救助等

小森　南花 人命救助等
津山　航 書道

石神井中学校 小峰　佑美 ポスター
大島　明香里 ポスター

石神井西中学校 安西　この実 陸上競技

石神井南中学校 若村　星来 福祉活動
中澤　舞 福祉活動

谷原中学校 植野　琴 スノーボード
富田　ひとみ トランポリン
森田　珠百 かるた大会
三木　玲乃 美術

三原台中学校 一守　祐里奈 美術
別府　光一路 美術
中西　梢 美術
樋沼　奈々 トランポリン
仲井　由希乃 バドミントン

大泉中学校 長畑　瑶子 陸上競技
橋　ひかり トランポリン

大泉第二中学校 笹田　夏実 体操
宮 剛　 野球

大泉北中学校 石井　隼人 野球
黒木　あゆみ ピアノ

大泉学園中学校 澤田　眞夏 シンクロナイズドスイミング
佐々木　陽一朗 剣道

関中学校 村上　弘樹 剣道
佐藤　佳奈 水泳

学校名 団体名 表彰内容
開進第一中学校 ソフトテニス部 テニス

開進第二中学校 陸上競技部 陸上競技女子リレーチーム
田柄中学校 吹奏楽部 吹奏楽
光が丘第一中学校 吹奏楽部 吹奏楽
石神井東中学校 男子硬式テニス部 テニス
大泉中学校 女子ソフトボール部 ソフトボール

関中学校 男子剣道部 剣道
水泳部女子団体 水泳

個人の部

団体の部

（敬称略）
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・外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める。

・外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。

・外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。

平成23年4月から「小学校外国語活動」を第5・6学年で年間35時間実施することになりました。

平成21・22年度は移行期間として、各小学校の計画に基づき外国語活動を実施します。

教育委員会では小学校第5・6学年の全学級に小学校外国語活動指導員を配置し、外国語活動の充実を図っています。

また、区内の小学校4校を外国語活動モデル校に指定し外国語活動を年間35時間実施しています。各学校では文部科

学省が作成した「英語ノート」に基づき、創意工夫した指導を行っています。

Lesson 内容「英語ノート2（第6学年用）」より

1 アルファベットで遊ぼう

2 いろいろな文字があることを知ろう

3 友だちの誕生日を知ろう

4 できることを紹介しよう

5 道案内をしよう

6 行ってみたい国を紹介しよう

7 自分の一日を紹介しよう

8 オリジナルの劇を作ろう

9 将来の夢を紹介しよう

児童の活動 学級担任の活動 外国語活動指導員の活動

挨拶 挨拶をする。 全体に挨拶をする。 全体に挨拶をする。

チャンツ※ 児童と一緒にチャンツをする。 児童と一緒にチャンツをする。

♪ドイツじゃなくてGermany♪

国旗あてクイズをする クイズに答える児童を指名する。 国旗あてクイズを出題する。

活動 チャンツ 児童と一緒にチャンツをする。 ・色や形のヒントを出す。

♪ I want to go to Italy♪ 児童と一緒にチャンツをする。

行ってみたい国を紹介する 移動の合図を出す。 正しい発音を指導し、自信をもって

・行きたい国と理由を聞いてメモする 発表できるように助言する。

（豊玉東小学校・外国語活動指導案より抜粋）

【問合せ】教育指導課 指導主事〔電話5984-5759〕

外国語活動の内容例

第6学年活動例
単元名　「行ってみたい国を紹介しよう」（英語ノート2 Lesson 6より）

第6学年　行ってみたい国を紹介しよう
（小学校外国語活動モデル校 豊玉東小学校）

I want to go to Mexico.

This is the Pyramid in Mexico.

This is the symbol. What is this？

Do you want to go to

Mexico?

※チャンツとは、英語の発音とリズムを身につけるための指導法のひとつです。
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こここんんなな活活動動ももししてていいまますす！！
小学校58校、中学校28校のPTAが加盟し、小・中それぞれにPTA連合協議会が組織されています。この協議会は

「子供たちのために」を主眼において、充実した学校教育が円滑に推進されるように日頃、研修会や情報交換会などの

諸事業を展開しています。また、会員相互の親睦を図ることや子供たちの健全育成を図ることをめざした行事も開催し

ていますので、ここにご紹介します。

【問合せ】生涯学習課 学び支援係〔電話5984-2438〕

腕に覚えのあるお父さんやお母さんが参加し、各地区予選を勝ち抜いたチームが本大会に出場し、優勝めざして白熱

したプレイを繰り広げました。全力を出し切った達成感・満足感を味わい親睦も深めました。試合後の選手の表情は、

勝敗にかかわらずとても清々しく印象的でした。また、競技に打ち込むお父さんやお母さんの一生懸命な後ろ姿は、応

援している子供たちにとても頼もしく映り感動と勇気を与えたことでしょう。

H22.1.29（金）於・練馬公民館
家庭、学校及び社会における児童の幸せな成長を図ることを目的として開催しています。今年の内容は3校のPTA活

動の実践報告と森山まり子氏による講演会「豊かな森を次世代へ」です。

★バレーボール大会 H21.12.6

優　勝：豊玉南小学校PTA
準優勝：北町西小学校PTA
３　位：大泉第二小学校PTA

★卓球大会 H21.11.15

優　勝：大泉学園緑小学校父母会
準優勝：豊玉東小学校PTA
３　位：大泉学園桜小学校保護者連絡会

★ソフトボール大会 H21.10.25

優　勝：大泉第二小学校PTA
準優勝：関町北小学校PTA
３　位：大泉学園桜小学校保護者連絡会

わが国特有の駅伝文化を継承する機会を広く与え、心身ともに健康な中学校生徒を育成するとともに、生徒相互の親

睦を図ることをめざして開催しています。今年度は11月14日（土）に光が丘公園陸上競技場で行われました。当日

は生憎の雨天となりましたが、200名を超える保護者・教員らによる運営に支えられ、生徒たちは雨などものともせ

ずに自校の名誉をタスキにこめて力走しました。歯をくいしばり自分の限界に挑む精一杯の姿は、走者を見守る人たち

の胸を熱くしてくれました。走る側と応援する側の心がひとつになった競技場は感動の渦につつまれました。今年度よ

り新しいゼッケンが揃えられ、優勝校には素晴らしい教育長杯も授与され喜びもひとしおのこととなりました。

☆男子の部　優勝：大泉第二中学校Aチーム 準優勝：北町中学校Aチーム 3位：中村中学校Aチーム

☆女子の部　優勝：中村中学校Aチーム 準優勝：大泉第二中学校Aチーム 3位：大泉西中学校Aチーム

〈小学校PTA連合協議会〉

〈中学校PTA連合協議会〉
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【問合せ】保健給食課 学校給食係〔電話5984-5736〕

区立小・中学校全103校で、平成22年1月25日（月）～29日（金）の学校給食週間の時期に「朝ごはんしらべ」

調査を行います。対象は各学校1学年ずつで、次年度以降は進級したその学年を対象に継続して実施します。「練馬区

小中学校における食育の目標」の1つである“規則正しい生活習慣と食生活を理解して、実践できる練馬の子供を育て

る”を実現していくために児童・生徒の状況を把握する方法の1つとして本調査を実施します。

主催：練馬区中学校教育研究会食育部

今年度も区立中学校において「自分で作る朝ごはんコンクール」を実施し、自分で簡単に作れる朝ごはんのメニュー

を応募した結果、30校から応募作品が集まりました。

平成22年1月7日（木）～11日（月）の期間、練馬区役所本庁舎アトリウム（1階）にて最優秀賞と優秀賞、アイ

デア賞等を展示しました。ここでは、最優秀賞と優秀賞をご紹介します。

◆夏バテ知らずのヘルシーそば（1人分）

①きゅうりは千切りにし、ボールに入れ削り節と味噌を加
えて混ぜ合わせ水気が出るまでおいておく。

②プチトマトは縦4等分に切り、青しそは軸を切る。
③ツナ缶詰は缶汁を切る。
④生そばは茹であがったら、冷水にとり軽く洗い、ざるに
あげて水気を切る。

⑤きゅうりの水気を絞り、絞り汁を水で薄めためんつゆに
加え混ぜる。

⑥そばを手のひらでくるくると巻きながら盛り付ける。
⑦そばの上に青しその葉、きゅうり、ツナの順にのせて、
最後にプチトマトを飾る。

生そば　200g きゅうり　2本
プチトマト　4個 ツナ缶詰　小1缶
青しその葉　2枚 削り節　1袋
味噌　大さじ1 めんつゆ　適宜

◆三つ葉のおひたし（1人分）

①三つ葉をさっと茹で、水気を絞って一口大に
切る。

②三つ葉の上に切ったのりとしょう油をかけ
る。

◆ニラ入り玉子焼き（1人分）

①玉子を割りほぐし、だし汁・砂糖・塩・しょ
う油・酒で味を調える。

②①に切ったニラを入れて、サラダ油を入れて
熱したフライパンで何層にも重ねて焼く。

玉子 2個　ニラ 少々　サラダ油 小さじ1
だし汁・砂糖・塩・しょう油・酒 各適宜

三つ葉　1/2束　　のり　少々
しょう油　少々

◆フルーツヨーグルト
（1人分）

①桃とキウイは食べやすい大きさに切
る。

②ヨーグルトをかける。

桃　1/4個　　キウイ　1/2個
ヨーグルト　80g

田柄中学校　3年　上野　亜香菜さん
旬の野菜を使用して、栄養バランスのとれた献立です。
手早く調理ができ、きゅうりを味噌でもみ、その汁まで味わうことがで

きるため食欲のない日でも食べやすい献立です。そば以外の麺でも美味し
く作ることができます。

石神井南中学校　2年　遠藤　直哉さん
摂りにくい野菜を「ゆで野菜のココット」に

することで、朝からたっぷり野菜が食べられる
献立です。手軽で栄養満点の組み合わせです。

◆フレンチトースト
◆ゆで野菜のココット
◆グリーンサラダ
◆ドレッシング
◆バナナジュース
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就学支援シートとは
お子様が楽しく充実した小学校生活を送ることができるように、保護者のご希望に基づいて、家庭、幼稚園・

保育園、小学校などのお子様に関わる人たちの連携を図るためのものです。

就学支援シートの役割
家庭や幼稚園・保育園などのお子様の様子や、支援・指導の内容を小学校に適切に引き継ぎます。

就学支援シートの活用
小学校では、就学支援シートを基に、家庭や幼稚園・保育園などと連携を図りながら、お子様の支援・指導に

取り組みます。

1 就学支援シート活用の対象となるお子様

来春、練馬区立小学校、都立特別支援学校に入学するお子様が対象です。

2 就学支援シートを活用したいと思われる方は

（1） 区内の幼稚園・保育園（注）に通っているお子様は

園の先生から資料をお受け取りください

（2） 幼稚園・保育園に通っていないお子様は

特別支援教育担当係までお問い合わせください。

3 就学支援シートの内容（見本）

（注）認可保育所以外に通っているお子様は、特別支援教育担当係までお問い合わせください。

【問合せ】学務課 特別支援教育担当係〔電話5984-4723〕
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平成21年11月から12月までの教育委員会は、定例会4回、臨時会3回を開催いたしました。

開催した会議の主な内容を記載します。

議案　びくに公園庭球場の臨時休場…【11月20日可決】

石神井図書館の休館期間の一部変更…【11月20日可決】

「練馬区教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則」の制定…【12月18日可決】

練馬区教育委員会の点検・評価に関する有識者…【12月21日可決】

協議 幼小連携…【11月20日・12月3日・12月18日協議】

平成21年度教育に関する事務の管理等に係る点検・評価…【12月21日協議】

視察 練馬区立石神井図書館および練馬区立石神井公園ふるさと文化館建設現場…【11月10日視察】

練馬区教育委員会委員長の選出…【12月21日選出】

～教育委員会は傍聴できます～

教育委員会では、教育行政全般について、審議・決定しています。開催日、議題およびこれまでに開催した会議

の詳しい内容については、教育委員会ホームページ〔http://nwww.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/kyoikuiinkai/

index.html〕に掲載しています。会議はどなたでも傍聴できます。傍聴を希望する方は、開催場所を確認の上、

開催当日に手続をしてください。なお、傍聴の受付は会議開始時間の30分前から始め、傍聴者が18名に達した

時点（原則として先着順）で締め切らせていただきます。 【問合せ】庶務課 庶務係〔電話5984-5609〕

教育委員会の役割や仕組みについて理解を深め、より身近に感じていただくために、教育委員が区立学校に出向いて

会議を開く出前教育委員会を実施しています。

今年度は、大泉第二小学校（5月）、大泉西中学校（7月）、豊渓中学校（10月）、南が丘小学校（11月）の4校で行

いました。

学校で出前教育委員会を行う際には、教育委員が児童・生徒や保護者の方々から直接意見や要望をお聞きする意見交

換会も併せて実施しています。意見交換会で出された意見・要望については可能なものから実施しており、これまでに

冷水機や空調機の設置などを実現しています。

今年度も「学校のバリアフリーを進めてほしい」「プールの更衣室をきれいにしてほしい」などの要望や、「教育委員

をやっていてよかったことは何ですか」「練馬区の生徒がどのようになるとよいと思いますか」などの質問が出され、

活発な意見交換が行われました。

●｢教育だより｣について、ご意見・ご感想をお寄せください。
練馬区教育委員会事務局　学校教育部庶務課庶務係　電話：03-5984-5609

e-mail : gakkoshomu01@city.nerima.tokyo.jp

教育委員会の動き（平成21年11月～12月）

教育委員と給食を楽しむ子供たち（大泉第二小） 意見交換会の様子（南が丘小）
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教育委員に内藤氏と天沼氏が就任教育委員に内藤氏と天沼氏が就任
平成21年12月18日をもって、3期12年にわたり教育委員を務められた加藤一夫氏、佐藤三千雄氏が任期満了となり

ました。

その後任として、内藤幸子氏と天沼英雄氏が、平成21年12月19日に志村豊志郎区長により区議会の同意を得て任命

され、新たに教育委員に就任されました。任期は平成25年12月18日までの4年間です。

外松和子氏が教育委員長に就任外松和子氏が教育委員長に就任
平成21年12月21日に外松和子委員が教育委員長に就任しました。任期は1年です。

新しい年を迎えて新しい年を迎えて ～教育委員会からごあいさつ～～教育委員会からごあいさつ～

未来を切り開く子供たち
委　員　青木 真佐枝

新しい年を迎え、子供たちの元気な声が街中に溢れていま

す。

練馬の子供たちがのびのびと安全に暮らすためには、まず

大人が地域や社会で活き活きと活躍することが大切です。子

供たちは、身近な大人の元気な姿から、将来の夢や、憧れを

はぐくみ、自分の力で未来を切り開いてくれると信じていま

す。これからも、生涯学習や家庭教育など、子供たちがより

一層たくましく、すこやかに成長していく教育活動を目指し

てまいります。

家庭は心の母港
委　員　内藤　幸子

子育てで一番大事なことは、家庭の平和であると思います。

それが子供の心の安定を図り、意欲をはぐくみ、外で活動す

るエネルギーを蓄えます。家庭の平和の第一歩は「家庭揃っ

て食事をすること」からではないでしょうか。今年も皆様の

ご家庭が平和でお子様の心の母港であることを願っておりま

す。

「子育てをするなら練馬」と言われるよう教育委員として

の職責を果たしてまいりたいと思います。

グローカルな教育で、
笑顔に出会える練馬
委　員　天沼　英雄

グローバル社会の中で、次世代に必要な教養が問われ、学

校教育に対するインパクトも益々強まることでしょう。世界

の中の日本人として生きる人間形成が求められます。と同時

に、地域に生きる人間として、ローカルな教養を身につける

ことも必要です。正にグローカル
．．．．．

な教育が必要な時代と言え

ます。子供たちには変動する社会に応ずる教育を、大人の人

たちには自己学習・生涯学習の機会の充実を図るよう努めて

まいります。良い教育環境の下、たくさんの笑顔に出会える

練馬をモットーとして頑張ります。

今、大切な時
教育長　薗部　俊介

区役所12階にある教育委員会の事務室の窓から、真白な富

士山が南西の方向に見えます。夏には多くの登山者で賑わう

富士山も、今はその身体を休めるように静かに青空の下で座

っています。

私たちの身体も、活発に活動する時とゆっくりと休む時が

必要です。子供たちは、今この時期に活発に身体を動かし、

学び、仲間と遊ぶことをとおして、社会の一員として活躍す

るための基礎づくりの大切な時です。この子供たちの大切な

育ちの時を、教育委員会は全力で支えていきます。

できる喜び　わかる楽しさ
委員長　外松　和子

人は、６・７歳にして得意なこと・不得手なことがあるものです。

学びの中では不得手なことから逃げず、素の自分を表現し、繰り返し取り組むことが大切です。その中で必ず目に見え

る成果が現れます。できなかったことができる。それは、大きな喜びです。学ぶ楽しさも実感し、自分にとっての自信へ

とつながっていきます。区は、人の基礎を創る幼児・義務教育の充実を推進してまいります。


